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す
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一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

参
照
条
文

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号

（
抄
）

○

国
家
公
務
員
法

）

（
情
勢
適
応
の
原
則
）

第
二
十
八
条

こ
の
法
律
及
び
他
の
法
律
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
礎
事
項
は
、
国
会
に
よ
り

社
会
一
般
の
情
勢
に
適
応
す
る
よ
う
に
、
随
時
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
変
更
に
関
し
て
は
、
人
事
院
に
お
い
て
こ
れ
を
勧
告
す
る
こ

と
を
怠
つ
て
は
な
ら
な
い
。

②

人
事
院
は
、
毎
年
、
少
く
と
も
一
回
、
俸
給
表
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
国
会
及
び
内
閣
に
同
時
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
給
与

を
決
定
す
る
諸
条
件
の
変
化
に
よ
り
、
俸
給
表
に
定
め
る
給
与
を
百
分
の
五
以
上
増
減
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
人
事
院
は
、
そ

の
報
告
に
あ
わ
せ
て
、
国
会
及
び
内
閣
に
適
当
な
勧
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号

（
抄
）

○

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

）

（
人
事
院
の
権
限
）

第
二
条

人
事
院
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
有
す
る
。

一
・
二

略

三

職
員
の
給
与
額
を
研
究
し
て
、
そ
の
適
当
と
認
め
る
改
定
を
国
会
及
び
内
閣
に
同
時
に
勧
告
す
る
こ
と
、
こ
の
法
律
の
実
施
及
び
そ
の
実
際
の
結

果
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
調
査
に
基
づ
い
て
調
整
を
命
ず
る
こ
と
並
び
に
必
要
に
応
じ
、
こ
の
法
律
の
目

的
達
成
の
た
め
適
当
と
認
め
る
勧
告
を
付
し
て
そ
の
研
究
調
査
の
結
果
を
国
会
及
び
内
閣
に
同
時
に
報
告
す
る
こ
と
。

四
～
七

略

（
給
与
の
支
払
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
基
く
給
与
は
、
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
外
、
現
金
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

い
か
な
る
給
与
も
、
法
律
又
は
人
事
院
規
則
に
基
か
ず
に
職
員
に
対
し
て
支
払
い
、
又
は
支
給
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

公
務
に
つ
い
て
生
じ
た
実
費
の
弁
償
は
、
給
与
に
は
含
ま
れ
な
い
。

第
六
条

俸
給
表
の
種
類
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
各
俸
給
表
の
適
用
範
囲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
俸
給
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

行
政
職
俸
給
表
（
別
表
第
一
）

イ

行
政
職
俸
給
表

（一）

ロ

行
政
職
俸
給
表

（二）
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二

専
門
行
政
職
俸
給
表
（
別
表
第
二
）

三

税
務
職
俸
給
表
（
別
表
第
三
）

四

公
安
職
俸
給
表
（
別
表
第
四
）

イ

公
安
職
俸
給
表

（一）

ロ

公
安
職
俸
給
表

（二）

五

海
事
職
俸
給
表
（
別
表
第
五
）

イ

海
事
職
俸
給
表

（一）

ロ

海
事
職
俸
給
表

（二）

六

教
育
職
俸
給
表
（
別
表
第
六
）

イ

教
育
職
俸
給
表

（一）

ロ

教
育
職
俸
給
表

（二）

七

研
究
職
俸
給
表
（
別
表
第
七
）

八

医
療
職
俸
給
表
（
別
表
第
八
）

イ

医
療
職
俸
給
表

（一）

ロ

医
療
職
俸
給
表

（二）

ハ

医
療
職
俸
給
表

（三）

九

福
祉
職
俸
給
表
（
別
表
第
九
）

十

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
（
別
表
第
十
）

十
一

指
定
職
俸
給
表
（
別
表
第
十
一
）

２

前
項
の
俸
給
表
（
以
下
単
に
「
俸
給
表
」
と
い
う

）
は
、
第
二
十
二
条
及
び
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
職
員
以
外
の
す
べ
て
の
職
員
に
適
用
す
る

。

も
の
と
す
る
。

３

職
員
の
職
務
は
、
そ
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
に
基
づ
き
こ
れ
を
俸
給
表
に
定
め
る
職
務
の
級
（
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ

つ
て
は
、
同
表
に
定
め
る
号
俸
）
に
分
類
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
分
類
の
基
準
と
な
る
べ
き
標
準
的
な
職
務
の
内
容
は
、
人
事
院
が
定
め
る
。

（
住
居
手
当
）

第
十
一
条
の
十

住
居
手
当
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員
に
支
給
す
る
。

一

自
ら
居
住
す
る
た
め
住
宅
（
貸
間
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ

）
を
借
り
受
け
、
月
額
一
万
二
千
円
を
超
え
る
家
賃
（
使
用
料
を
含
む
。
以

。

下
同
じ

）
を
支
払
つ
て
い
る
職
員
（
国
家
公
務
員
宿
舎
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
有
料
宿
舎
を
貸
与
さ
れ
、
使
用
料
を
支
払
つ
て
い
る
職
員
そ

。

の
他
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く

）
。

二

第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
で
、
配
偶
者
が
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
（
国
家
公
務
員

宿
舎
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
有
料
宿
舎
そ
の
他
人
事
院
規
則
で
定
め
る
住
宅
を
除
く

）
を
借
り
受
け
、
月
額
一
万
二
千
円
を
超
え
る
家
賃
を

。

支
払
つ
て
い
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
も
の
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
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２

住
居
手
当
の
月
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
（
当
該
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
職
員
に
あ
つ

て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
）
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
（
そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
に
相
当
す
る
額

イ

月
額
二
万
三
千
円
以
下
の
家
賃
を
支
払
つ
て
い
る
職
員

家
賃
の
月
額
か
ら
一
万
二
千
円
を
控
除
し
た
額

ロ

月
額
二
万
三
千
円
を
超
え
る
家
賃
を
支
払
つ
て
い
る
職
員

家
賃
の
月
額
か
ら
二
万
三
千
円
を
控
除
し
た
額
の
二
分
の
一
（
そ
の
控
除
し
た
額

の
二
分
の
一
が
一
万
六
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
万
六
千
円
）
を
一
万
千
円
に
加
算
し
た
額

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

前
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）

３

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
住
居
手
当
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

（
期
末
手
当
）

、

（

「

」

。
）

第
十
九
条
の
四

期
末
手
当
は

六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日

以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
九
条
の
六
ま
で
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を

基
準
日

と
い
う

に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
日
（
次
条
及
び
第
十
九
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
日
を
「
支
給
日
」
と
い
う

）
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
第
二
十
三
条
第
七
項

。

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
及
び
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く

）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

。

２

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
百
三
十
（
行
政
職
俸
給
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の

（一）

並
び
に
同
表
及
び
指
定
職
俸
給
表
以
外
の
各
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の

（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
第
十
九
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
管
理
職
員
」
と
い
う

）
に
あ
つ
て
は

。

百
分
の
百
十
、
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
七
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け

る
そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

六
箇
月

百
分
の
百

二

五
箇
月
以
上
六
箇
月
未
満

百
分
の
八
十

三

三
箇
月
以
上
五
箇
月
未
満

百
分
の
六
十

四

三
箇
月
未
満

百
分
の
三
十

３

再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
三
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
二
・
五
」
と

「
百
分
の
百

、

十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
と

「
百
分
の
七
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
十
七
・
五
」
と
す
る
。

、

、

（

、

、

、

）

４

第
二
項
の
期
末
手
当
基
礎
額
は

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在

退
職
し

又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は

退
職
し

又
は
死
亡
し
た
日
現
在

に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
俸
給
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当

の
月
額
並
び
に
俸
給
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
。

５

行
政
職
俸
給
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
以
上
で
あ
る
も
の
、
同
表
及
び
指
定
職
俸
給
表
以
外
の
各
俸
給
表
の
適
用
を
受

（一）

け
る
職
員
で
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
を
考
慮
し
て
こ
れ
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
当
該
各
俸
給
表
に
つ
き
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
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並
び
に
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
合
計
額
に
、
俸
給
及
び
専
門
ス
タ
ッ

フ
職
調
整
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
の
月
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の

合
計
額
に
官
職
の
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
百
分
の
二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人

事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
俸
給
月
額
に
百

分
の
二
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
を
加
算
し
た
額
を
第
二
項
の
期
末
手
当
基
礎
額

と
す
る
。

６

第
二
項
に
規
定
す
る
在
職
期
間
の
算
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

（
勤
勉
手
当
）

第
十
九
条
の
七

勤
勉
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う

）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す

。

る
職
員
に
対
し
、
そ
の
者
の
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果
及
び
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
勤
務
の
状
況
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員

（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く

）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

。

２

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
人
事
院
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属
す
る
次
の
各
号

に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

一

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
（
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職

員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

）
に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
に
対
す

。

る
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
及
び
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
に
百
分
の
九
十
二
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は

、
百
分
の
百
十
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

ロ

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
九
十
七
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

二

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
四
十
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
五
）
を
乗

じ
て
得
た
額
の
総
額

ロ

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

３

前
項
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
俸
給
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
並
び
に

こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
の
月
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
。

４

第
十
九
条
の
四
第
五
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
」
と
あ
る

の
は

「
第
十
九
条
の
七
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

、

５

前
二
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
の
五
中
「
前
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
の
七
第
一
項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
基
準
日
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
日
（
第
十
九
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
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日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ

）
か
ら
」
と

「
支
給
日
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
日
（
第
十
九
の
七
第
一
項
に

。

、

規
定
す
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

。
）（

平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
号

（
抄
）

○

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

）

附

則

（
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
扶
養
手
当
に
関
す
る
特
例
）

第
三
条

略

２

略

３

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
改
正
後
給
与
法
第
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
十
一

条
の
二
第
三
項
第
三
号
及
び
第
五
号
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
二
条
改
正
後
給
与
法
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
一
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
、
父
母
等
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
扶
養
親
族

（
以
下
「
扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
、
父
母
等
」
と
い
う

」
と

「
が
八
級
」
と
あ
る
の
は
「
が
八
級
以
上
」
と

「
行

八
級
職
員
等
」
と
あ
る
の

。
）

、

、

（一）

は
「
行

八
級
以
上
職
員
等
」
と

「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
扶
養
親
族
（
行

九
級
以
上
職
員
等
に

、

（一）

（一）

あ
つ
て
は
、
扶
養
親
族
た
る
子
に
限
る

）
が
あ
る
場
合
、
行

九
級
以
上
職
員
等
か
ら
行

九
級
以
上
職
員
等
以
外
の
職
員
と
な
つ
た
職
員
に
扶
養

。

（一）

（一）

親
族
た
る
配
偶
者
、
父
母
等
」
と
あ
る
の
は
「
扶
養
親
族
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
場
合
（
行

九
級
以
上
職
員
等
に
扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
、
父
母

（一）

等
た
る
要
件
を
具
備
す
る
に
至
つ
た
者
が
あ
る
場
合
を
除
く

」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
二
号
中
「
場
合
及
び
行

九
級
以
上
職
員
等
に
扶
養
親
族

。
）

（一）

た
る
配
偶
者
、
父
母
等
た
る
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
者
が
あ
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
場
合
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
扶
養
親
族
（
行

九
級
以
上
職

（一）

員
等
に
あ
つ
て
は
、
扶
養
親
族
た
る
子
に
限
る

」
と
あ
る
の
は
「
扶
養
親
族
」
と

「
な
つ
た
日
、
行

九
級
以
上
職
員
等
か
ら
行

九
級
以
上
職

。
）

、

（一）

（一）

員
等
以
外
の
職
員
と
な
つ
た
職
員
に
扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
、
父
母
等
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
職
員
に
扶
養
親
族
た
る
子
で
前
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
係
る
も
の
が
な
い
と
き
は
そ
の
職
員
が
行

九
級
以
上
職
員
等
以
外
の
職
員
と
な
つ
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
な
つ
た
日
」
と

「
同
項
の
規
定

、

（一）

に
よ
る
届
出
に
係
る
も
の
が
な
い
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
も
の
が
な
い
場
合
」
と

「
死
亡
し
た
日
、
行

九
級
以

、

（一）

上
職
員
等
以
外
の
職
員
か
ら
行

九
級
以
上
職
員
等
と
な
つ
た
職
員
に
扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
、
父
母
等
で
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
も
の
が

（一）

あ
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
職
員
に
扶
養
親
族
た
る
子
で
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
も
の
が
な
い
と
き
は
そ
の
職
員
が
行

九
級
以
上
職
員
等
と

（一）

な
つ
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
死
亡
し
た
日
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
、
第
六
号

又
は
第
七
号
」
と

「
第
一
号
又
は
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
扶
養
親
族
（
行

九
級
以
上
職
員
等
に
あ
つ
て
は
、

、

（一）

扶
養
親
族
た
る
子
に
限
る

」
と
あ
る
の
は
「
扶
養
親
族
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
行

八
級
職
員
等
が
行

八
級
職
員
等
及
び
行

九
級
以
上
職

。
）

（一）

（一）

（一）

員
等
」
と
あ
る
の
は
「
行

八
級
以
上
職
員
等
が
行

八
級
以
上
職
員
等
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
行

八
級
職
員
等
及
び
行

九
級
以
上
職
員
等
」

（一）

（一）

（一）

（一）

と
あ
る
の
は
「
行

八
級
以
上
職
員
等
」
と

「
が
行

八
級
職
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
が
行

八
級
以
上
職
員
等
」
と
す
る
。

、

（一）

（一）

（一）

（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
五
号

（

○

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律

）
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抄
）

（
任
期
を
定
め
た
採
用
）

第
三
条

任
命
権
者
（
国
家
公
務
員
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
任
命
権
者
及
び
法
律
で
別
に
定
め
ら
れ
た
任
命
権
者
並
び
に
そ
の
委
任
を
受
け

た
者
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
選
考
に
よ
り
、
任
期
を
定
め
て
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

一

研
究
業
績
等
に
よ
り
当
該
研
究
分
野
に
お
い
て
特
に
優
れ
た
研
究
者
と
認
め
ら
れ
て
い
る
者
を
招
へ
い
し
て
、
当
該
研
究
分
野
に
係
る
高
度
の
専

門
的
な
知
識
経
験
を
必
要
と
す
る
研
究
業
務
に
従
事
さ
せ
る
場
合

二

独
立
し
て
研
究
す
る
能
力
が
あ
り
、
研
究
者
と
し
て
高
い
資
質
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
（
こ
の
号
の
規
定
又
は
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年

法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
か
つ
て
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
者
を
除
く

）
を
、
当

。

該
研
究
分
野
に
お
け
る
先
導
的
役
割
を
担
う
有
為
な
研
究
者
と
な
る
た
め
に
必
要
な
能
力
の
か
ん
養
に
資
す
る
研
究
業
務
に
従
事
さ
せ
る
場
合

２
・
３

略

第
五
条

任
命
権
者
は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
第
一
号
任
期
付
研
究
員
」
と
い
う

）
の

。

任
期
が
五
年
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
採
用
し
た
日
か
ら
五
年
、
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
第
二

号
任
期
付
研
究
員
」
と
い
う

）
の
任
期
が
三
年
に
満
た
な
い
場
合
（
前
条
第
二
項
の
人
事
院
の
承
認
を
得
て
任
期
が
定
め
ら
れ
た
場
合
を
除
く

）

。

。

に
あ
っ
て
は
採
用
し
た
日
か
ら
三
年
、
第
二
号
任
期
付
研
究
員
の
う
ち
同
項
の
人
事
院
の
承
認
を
得
て
任
期
が
定
め
ら
れ
た
職
員
の
任
期
が
五
年
に
満

た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
採
用
し
た
日
か
ら
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
任
期
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

略
（
給
与
に
関
す
る
特
例
）

第
六
条

第
一
号
任
期
付
研
究
員
に
は
、
次
の
俸
給
表
を
適
用
す
る
。

２

第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
は
、
次
の
俸
給
表
を
適
用
す
る
。

号俸 俸 給月額

円

396,000１

456,000２

516,000３

596,000４

693,000５

791,000６
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３
～
６

略

（
給
与
法
の
適
用
除
外
等
）

第
七
条

略

２

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
法
第
三
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
一
条
の
九
第
一
項
、
第
十
九
条
の
三
第
一

項
、
第
十
九
条
の
四
第
二
項
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
法
第
三
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る

の
は
「
こ
の
法
律
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
任

期
付
研
究
員
法
」
と
い
う

）
第
六
条
の
規
定
」
と
、
給
与
法
第
七
条
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及
び
任
期
付
研
究
員
法
第
六
条
の

。

規
定
」
と
、
給
与
法
第
十
一
条
の
九
第
一
項
中
「
限
る

」
と
あ
る
の
は
「
限
る

）
並
び
に
任
期
付
研
究
員
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
期

。
）

。

を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
以
下
「
管
理
監
督
職
員
等

」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
研
究
員
法
第
三
条
第

」

一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
を
含
む
。
以
下
「
管
理
監
督
職
員
等

」
と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
中
「
百

」

分
の
百
三
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
と
、
給
与
法
第
二
十
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
研
究
員
法
第
六
条
」
と
、
給

与
法
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及
び
任
期
付
研
究
員
法
第
六
条
」
と
す
る
。

（
人
事
院
の
勧
告
等
）

第
十
二
条

人
事
院
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
事
項
に
関
し
て
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
国
会
及
び
内
閣
に
同
時
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
、
適
当
と
認
め
る
改
定
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号

（
抄
）

○

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律

）

（
任
期
を
定
め
た
採
用
）

第
三
条

任
命
権
者
は
、
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
又
は
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
を
そ
の
者
が
有
す
る
当
該
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
又
は
優
れ

た
識
見
を
一
定
の
期
間
活
用
し
て
遂
行
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
場
合
に
は
、
人
事
院
の
承
認
を
得
て
、
選
考
に
よ
り
、

任
期
を
定
め
て
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

略 号俸 俸 給月 額

円

330,000１

366,000２

394,000３
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（
給
与
に
関
す
る
特
例
）

第
七
条

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
特
定
任
期
付
職
員
」
と
い
う

）
に
は
、
次
の
俸
給
表
を
適
用
す

。

る
。

２
～
５

略

（
給
与
法
の
適
用
除
外
等
）

第
八
条

略

２

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
法
第
三
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
一
条
の
五
、
第
十
一
条
の
九
第
一
項
、
第
十
九
条
の
三
第
一
項
、
第
十
九
条

の
四
第
二
項
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
法
第
三
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法

律
及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
。
以
下
「
任
期
付
職
員
法
」
と
い
う
。

）
第
七
条
の
規
定
」
と
、
給
与
法
第
七
条
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及
び
任
期
付
職
員
法
第
七
条
の
規
定
」
と
、
給
与
法
第
十
一
条

の
五
中
「
指
定
職
俸
給
表
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
職
俸
給
表
又
は
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
一
項
の
俸
給
表
」
と
、
給
与
法
第
十
一
条
の
九
第
一
項
中

「
指
定
職
俸
給
表
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
職
俸
給
表
又
は
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
一
項
の
俸
給
表
」
と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
以
下

「
管
理
監
督
職
員
等

」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
一
項
の
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
含
む
。
以
下
「
管
理
監
督
職
員
等

」

」

」

と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
中
「
百
分
の
百
三
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
と
、
給
与
法
第
二
十
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る

の
は
「
任
期
付
職
員
法
第
七
条
」
と
、
給
与
法
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及
び
任
期
付
職
員
法
第
七
条
」
と
す

る
。

（
人
事
院
の
勧
告
等
）

第
十
一
条

人
事
院
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
事
項
に
関
し
て
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
国
会
及
び
内
閣
に
同
時
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
、
適
当
と
認
め
る
改
定
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号俸 俸 給月額

円

374,000１

422,000２

472,000３

533,000４

608,000５

710,000６

830,000７


